
１２月１５日（木）に、長崎大学教育学部幼児教育コースの３年生１６名が来園し、子どもたちの前でク

リスマスコンサートをしてくれました。曲目は、「ジングルベル」「赤鼻のトナカイ」「あわてんぼうのサ

ンタクロース」でした。

子どもたちは久しぶりに会うお勉強先生に喜びを隠せない様子で、手を振ったり、名前を呼んだりしてい

ました。「ジングルベル」が始まると、演奏に聴き入っていましたが、やがて曲に合わせて手拍子が始まり

ました。「赤鼻のトナカイ」のときには、立ち上がって踊ったり、隣の友達と肩を組んで体を揺らしたりす

る姿も見られました。「あわてんぼうのサンタクロース」では、お勉強先生の「一緒に歌おうよ。」という

呼びかけで、楽しそうに歌う姿が見られました。

３曲終了し、お礼を言った後、子どもたちから「アンコール。」

の声が挙がり、アンコール演奏もしてもらいました。そのときは、

子どもたちは思い思いの楽器を手に持ち、一緒に演奏していました。

教育実習期間が終わっても、こうやって実習生とのつながりをも

てるのも、附属幼稚園の強みです。附属幼稚園の使命である教育実

習は、子どもたちに豊かな経験をさせることにもつながっています。


